
平成29年度モデル企業による働くパパ・ママ支援実践事業 

みんなでチャレンジ！ 
仕事と育児・家庭を 

両立しやすい職場づくり 
子どもたちが親の職場を見学する「子どもお仕事参観日」。 
働くパパ・ママに触れる機会は、親子の絆を深め、 
新たなコミュニケーションを生み出すとともに、 
職場と家族の交流により、仕事と育児・家庭の両立支援の意識醸成につながります。 

秋田印刷製本株式会社（秋田市） 
業種／製造業 従業員数／７５名 
http://www.akitainsatu.co.jp/index.html 
 
秋田印刷製本(株)は、各種フォーム印刷や一般事
務用印刷などの印刷製品を取り扱っているほか、
カフェ『R table』を運営するなど多彩な事業を展
開しています。 
 
参観日の参加者：６名 

当日のスケジュール 

10:00 集合 

会社概要説明 

10:20 社内見学 

11:10 おやつタイム 

11:30 塗り絵・メッセージ記入 

プレゼント贈呈 

 
 
 
 
 
 
 
 
社長さんたちからごあいさつ 

初めて訪れたお父さんの職場に、子どもたち
は興味津々です。そんな皆に社長さんたちが
ごあいさつ。機械に気をつけて、お父さんの
お仕事をよく見てくださいね、と言葉をかけ
てもらいました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙って重いんだね！ 
社内の探検を始めた子どもたちが目にしたのは、
いろいろな種類の紙。白い紙や色紙。形も平らな
ものからロール状のものまで様々です。小さく加
工する前の紙を持ち上げて、こんなに重いんだ！
と実感しました。 

http://www.akitainsatu.co.jp/index.html
http://www.akitainsatu.co.jp/index.html


 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シマッキーと記念写真 
社内には紙の他に機械がたくさん！目にもと
まらぬ早さでできあがっていく印刷を、子ど
もたちは興味深そうに眺めます。会社の玄関
では、社のマスコット「シマッキー」と記念
にパチリ！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お父さんのお仕事は？ 
社内を探検する子どもたちが、お父さんの姿を見
つけました。パパ！と呼びかける声にお父さんは
少しはにかみ気味？それでもお仕事のプロである
お父さんたちは、皆が見つめるなか、断裁やカッ
ティングなど手際よく作業を進めていました。 

保護者から 
 
・子どもに工場内を見せるのは初めて。自分を
見て手を振ってくれました。少し照れてしまい
ましたが、嬉しかったです。 
・職場で子どもや家族の話をすることはありま
す。特に同年代の子どもがいる同僚とはよく話
しますね。 
・有休を取得し、運動会に行ったりもします。
妻はパートで働いているので、子どもの行事等
は分担して参加しています。 

職場から 
 
・女性の活躍推進や残業削減、WLBの見直しな
どの取組を進めてきましたが、業種的になかな
か思うように効果が現れない部分はあります。 
・参観日の開催により、働いているお父さんを
見てもらいましたが、普段子どもたちが見てい
る姿とは違っていたのでは？従業員も、自身が
働いているところを家族に見てもらうことで、
モチベーションがあがると思います。子どもた
ちはお父さんの姿を一生懸命見ていましたね。 


